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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは、臨床心理学教育の一環として質的研究法を組み込

むプログラムを開発・提案することであった。成果として、研究代表者は『臨床心理学をまな

ぶ 6：質的研究法』を著した。本書は、臨床心理学とその関連領域の大学生・大学院生が、質

的研究法を学ぶ際の指針を示したものである。また、本書および他の報告等において、担当教

員が質的研究を臨床心理学教育カリキュラムの一部として教える際の大枠を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：This project aimed to develop and propose a program that would 

incorporate qualitative research methods into the education of clinical psychology. As a 

result of this project, the researcher has published a book titled “Introduction to Clinical 
Psychology 6: Qualitative Research Methods.” It provides for undergraduate/graduate 

students of clinical psychology and the related fields a guideline to learn qualitative 

research methods. The book, as well as other reports, also presents a framework to teach 

qualitative research as a part of the curriculum of clinical psychology.  
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１．研究開始当初の背景 

臨床心理の専門職の養成・教育システムに
おいて重視されるようになってきたのが研
究法の指導である。臨床心理学の専門職は、
実践家であると同時に科学者でなければな
らないとされるが、ここで科学者とは、デー
タの分析をもとにして実証的に対象者のあ
り方を判断したり実践の効果を判定したり
する能力を持つ者を意味している。 

従来そうした能力は、数量的で自然科学的
な研究を行う能力と同一視されていたが、近

年では、対象者の語りや自然場面でのふるま
いを重視した質的な研究法と、それが涵養す
る問題発見・整理の能力もまた注目されつつ
ある。その背景のもとで、臨床心理学のカリ
キュラムにおいても、質的研究法の教育が試
みられ始めているが、教育法についてはまだ
模索段階にあり、質的研究の経験をもつ比較
的少数の教員が各自工夫をして教育を行っ
ている段階である。 

申請者はこれまで、自ら質的研究の実践を
行うほか、質的研究の内容の紹介や教育法の
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検討に努め、学会のシンポジウム等で、心理
学において質的研究を行っている研究者と
で意見交換を行ってきた。発達心理学や社会
心理学などの分野でも、質的研究法は次第に
認知されてきたと言えるが、教育法はまだ未
確立の段階である。臨床心理学には事例研究
の伝統もあるので、ある程度はその実践や教
育の蓄積があり、それを発展させることで臨
床心理学から教育法を提起していくことも
また、可能ではないかと考えられる。 

 

２．研究の目的 

今回のプロジェクトでは、臨床心理学を中
心とした心理臨床実践分野における質的研
究の特質について明らかにしつつ、その教育
法に資する具体的な解説やプログラムを作
成し、実施の指針となるような教科書・参考
書を作成することを中心的な目的とする。よ
り細かな目的は以下の３つに分けることが
できる。 

 

１）従来の研究法の教育が心理臨床の実践
に関してもつ効用と限界について明らかに
すること： 臨床心理学でこれまでなされて
きた伝統的な研究法の教育が、臨床現場にお
ける実践にどのような意義をもってきたの
か検討する。現在注目されつつある質的研究
法は従来の臨床心理学の事例研究と同じも
のではなく、事例研究をどのように乗り越え、
そこから何を得ることができるのかといっ
た問題を考察していく。 

 

２）臨床心理学領域における質的研究法の
適用可能性について概観し、適切な教育内容
についての整理を行うこと： 一口に質的研
究法と言っても、その認識論的な背景や技
法・手続きなどは非常に多様である。臨床心
理学の実践を研究する際に、質的研究のどの
学派がどのような貢献をなしうるかを検討
しつつ、それらをどう使いこなすことができ
るかを整理する。 

 

３）臨床心理学教育のカリキュラムのなか
に質的研究法の教育をより効果的に組み込
んでいくためのモデルを作ること： 質的研
究全般が臨床心理学教育に有用であると単
純に考えるのではなく、質的研究のどの要素
がどう役に立つのかを検討し、それらの要素
が既存のカリキュラムのなかにどう位置づ
けられるのかを提示する。 

 

３．研究の方法 

ａ）これまでの臨床心理学における研究法
の教育とその実践は、臨床の現場においてど
のような効用と限界をもっていたのか、心理
臨床の専門家の方々への調査を行う。質問紙
などで広く浅く調べるのではなく、少数事例

に絞って心理専門職の実践内容や具体的な
経験に即し、研究活動の意義と可能性を考え
ていく。より具体的には、半構造化インタビ
ュー手法を用いながら、多様な現場で実践す
る臨床心理の専門家の聴き取り調査を行う。 

 

ｂ）臨床心理学領域の質的研究のこれまで
の成果を幅広くレビューしつつ、その研究対
象・目的と研究方法を対応させながら整理し
ていく。文献の検討を基礎にしながら、臨床
心理学とその関連領域において質的研究を
行っている研究者との合同の論文検討会な
どをもち、臨床実践に関わる質的研究の広が
りと多様性について整理すると同時に、その
教育内容として何が求められるのかを検討
する。 

 

ｃ）質的研究を取り入れている海外の大
学・大学院の授業、学会などで催される研究
法のトレーニング・プログラムを対象に、そ
の教育方法やその効果について調査する。直
接訪問してカリキュラムの全体について資
料収集を行うほか、また、授業やトレーニン
グの参加観察を行う。特に注目するのは、質
的研究法が臨床心理学の全体カリキュラム
にどのように組み込まれているか、 教材と
しては質的研究法のどういう面が授業のな
かで強調されているか、心理臨床実践に生か
すための工夫は授業のなかでどのような形
で行われているか、などである。 

 

４．研究成果 

 研究成果は、雑誌論文、学会発表などで部
分的に公表されたが、最終的には研究者自身
の単著となるテクスト、『臨床心理学をまな
ぶ 6：質的研究法』（東京大学出版会､2011）
にまとめられ、臨床心理学における質的研究
法の初学者にも理解できるような形で平明
に記述された。以下、各章の内容を辿りなが
ら、今回の研究目的に照らしてどういった成
果が反映されているかを概観する。なお、全
体は３部構成となっており、１～３章が第Ⅰ
部「質的研究を始める前に」、４～９章が第
Ⅱ部「研究計画とデータ収集」、10～14章が
第Ⅲ部「データの分析と結果の提示」とされ
ている。 

 

  第１章「質的研究は何をしようとしている
のか」：ここでは、実践領域における研究活
動の意義をあらためて特徴づけた上で、質的
研究の役割を再定義した。研究活動は「地図
作り」の比喩で記述され、現実を単にコピー
しようとするのではなく、研究者の研究設問
に沿って現実を再構成すると同時に、それ自
体が現実のあり方を変える実践であるとい
う特徴が示された。 

さらに、質的研究が描こうとする「地図」



 

 

の特徴を、“主観に現れてくる意味の世界の地
図”、“主観的な意味を支える構造を描き出す
地図”、“地図制作の過程を描く地図”という３
つの側面から解説した。その上で、いずれも
心理臨床実践を捉える知を作り出す営みと
して、意義をもつ点が確認された。 

 

 第２章「今なぜ質的研究なのか」：本章で
は、質的研究が臨床心理学領域において要請
される歴史的・社会的背景を解説するととも
に、伝統的な事例研究の意義と限界について
も考察した。第１節では、社会的実践をとら
え、さらには批判していく道具として質的研
究を位置づけた上で、研究自体を実践とみる
再帰的な視点にも言及した。 

 今回のプロジェクトの目的と密接に関わ
るのは、第２～３節である。２節は臨床心理
の実践を研究することの社会的要請を指摘
し、従来の事例研究が対象の理解を深めるの
に有効であるという点で評価しつつも、より
一般的な仮説を生成する道具としての問題
点を指摘した。さらに、効果研究とプロセス
研究に言及し、実践研究の可能性にもふれた。
第３節では、心理職の役割に照らした質的研
究の役割をまとめ、臨床実践に求められる姿
勢と質的研究の密接な関係を論じた。最後に、
質的研究の教育が心理臨床実践のトレーニ
ングの一部に寄与する可能性についても論
じた。 

 

 第３章「〈語り〉とは何だろうか」：本章に
おいては、心理臨床実践において無視するこ
とができない「語り（ナラティヴ）」の概念
の多面性をまとめた。質的研究の教育という
面でも、こうした基礎概念の理解は不可欠な
のだが、初学者にとってはなかなか難解であ
り、常識的な解釈に陥りやすいと思われたた
めである。語りは単なるオリジナルな内面の
代行ではなく、その場における構築であると
同時に、現実を生成する力をもつ。さらにそ
れは聴き手に対する行為であり、聴き手との
間における共同構築である。語りのこうした
ダイナミックな諸属性を理解しておくこと
は、質的研究の初段階において前提となると
考えられる。 

 

 第４章「質的研究をどう立ち上げるか」：
本章では、質的研究を始める際に重要な、研
究上の問いを育てて研究計画にまとめ上げ
るところまでを解説した。質的研究で問いを
立てる際にはしばしば、現場における〈私〉
の疑問から出発してそれを〈私たち〉の問い
へと発展させたり、そのような疑問をもつ自
分への理解を深めたりする過程を辿る。これ
は臨床実践現場におけるクライエント理解
の過程とも共通点をもつ。 

 そうした問いを実行可能な研究設問へと

高めていくためには、フィールドにアクセス
し、実現可能性や倫理面の配慮を徹底した後
に、研究計画書を書いて他者の目を通過させ
ることが必須であることと、その手順におい
て留意すべき点について解説を行った。 

 

 第５章「観察とはどういう行為か」：本章
では、質的研究においてしばしばデータ収集
に用いられるエスノグラフィ的な観察法の
意味とその背景について議論した。まず、伝
統的な研究法における客観的観察が単なる
理念でしかないと批判し、それに代わって
「行為としての観察」の概念を提起した。そ
こでは、観察者の観点や個人的・状況的な要
因を考慮した観察や、対象者への関与を意識
した観察の必要性を議論した。その上で、質
的研究法における観察の対象として、対象者
の生きる環境、対象者のふるまいとそれに関
わるエピソード、対象者を見る自分、という
いくつかの面に分かれることを明らかにし
た。 

 

 第６章「どのように観察するか」：本章は、
質的な観察法の具体的手順とその習得法に
関わる解説を含んでいる。その手順はフィー
ルドとの関係の構築に始まるが、その時点か
らすでに、予備的なデータ収集は開始されて
いる。関係の構築は、どういう関係がフィー
ルドに対してもっとも非侵襲的か、豊かなデ
ータの生成にもっとも貢献するか等を考慮
しつつ、具体的なやりとりのもと微調整を続
けていかなければならない。 

 章の後半では、実際にフィールドで観察を
行い、記録をつけるまでの過程について、そ
の骨法を解説した。それは、日常的な見方か
ら距離をとりつつ、様々な問いを投げかけて
みて、そこで浮かび上がってきた対象の特徴
を言葉で記録していく作業である。その手順
は、臨床実践のトレーニングを行う際にも利
用可能である。 

 

 第 7章「インタビューとはどういう関係性
か」：本章では、語りを引きだす文脈として
のインタビューの意味とその形態を解説し
た。どういうタイプのインタビューを施行す
るかという点も、研究設問に応じて選択して
いかねばならない。こうした点は、臨床実践
における面接法を学ぶ上でも基礎となると
考えられる。また、章の後半では、インタビ
ュー研究における倫理にも言及し、より倫理
的な行為にしていくための工夫としてイン
フォームド・コンセントや倫理委員会の利用
とその限界についても論じた。 

 

 第８章「インタビューをどう準備する
か」：ここではまず、調査インタビュー実施
に関わる具体的な準備の手続きとして、イン



 

 

タビュー対象者の「サンプリング」の方法を
論じた。量的研究におけるランダム・サンプ
リングとは異なる、目的的なサンプリングが
必要になってくるが、その際の留意点が解説
された。また、インタビューに先立って作成
されるインタビュー・ガイドについても、そ
の作成方法の議論を行った。それは単なる質
問のリストアップではなく、研究設問や目的
に応じた構造化が求められるし、各設問の言
い回しについても検討しておくことが必要
である。また、質問方法以外の道具立ても工
夫しなければならないことがある。 

 

 第９章：「インタビューをどう実施する
か」：本章では、質的な調査インタビューを
実施する際の留意点をまとめているが、心理
臨床実践、特にカウンセリングのトレーニン
グと重なる部分も多い。インタビュー・ガイ
ドを用いてはいるが、傾聴の原則は共通であ
るし、対話を発展させるための追加質問はカ
ウンセリングにおいても重要なスキルであ
る。また本章では、どういう立場での実施に
なるかによって、手続きが異なる点も指摘さ
れた。社会構成主義的な立場に立つ研究者で
あれば、インタビュアーの側の積極的な関わ
りのもとで、より豊かな語りを得ていくこと
が目標になる。 

 

 第 10 章「質的データの分析をどう準備す
るか」：ここでは、質的データの分析の前提
としての読むという作業と、それをトランス
クリプトにするという作業の手順について
議論している。質的データの特徴は意味をも
つことであり、意味は文脈によって決定され
る。したがって、質的データの分析のトレー
ニングは、意味を読み文脈を読むトレーニン
グでなくてはならない。この点は、心理臨床
実践のなかで、クライエントの語りを理解す
る過程とも共通であり、臨床スキルの育成に
も応用できる。 

また、多くの質的データは音声資料を文字
資料にするという作業を経て、直接の分析対
象となることが多い。この作業は機械的な置
き換え作業ではなく、解釈を伴う分析の第一
歩に位置づけられる。本章では、書き起こし
に伴う解釈作業と予備的な分析作業の概要
を論じている。 

 

第 11 章「質的な分析はどのような作業
か」：本章では、様々なタイプをもつ質的な
分析の共通点を押さえた後、カテゴリー分析
とシークエンス分析に分けて、その手続きの
概略を解説した。カテゴリー分析では、グラ
ウンデッドセオリー法と KJ 法をとりあげて
比較してその違いを明らかにした。一方、シ
ークエンス分析では、ディスコース分析と会
話分析の紹介を行い、その概要を具体例とそ

ともに紹介した。これらについての知識は、
研究設問に応じて分析法を選択したり、独自
の分析法を工夫・発展させたりするための前
提になるものである。 

 

 第 12章「分析をどう展開するか１―内省を
深める」：本章および次章では、質的データ
の読みをさらに深め、研究の質を高めるため
に配慮すべき点とその手続きについて議論
した。12章では、質的分析は研究者の主観に
依存する部分を排除できないが、主観を鍛え
て「客観」と呼ばれている状態に近づけてい
くことは可能である。 

具体的には、その作業の中心に内省という
態度を置き、その対象を分類するところから
議論を開始した。その上で自分の思考を対象
化するツールとして、まず、覚え書きと図表
作成の方法論を整理した。加えて、比較とい
う思考作業の意味を論じ、より幅広いデータ
に目配りした結論を導くための工夫を紹介
した。また比較作業との関連で、分析のこの
段階における文献資料の利用方法について
もその指針を提示した。 

 

 第 13章「分析をどう展開するか２―対話を
広げる」：この章では、前章に続いて分析を
深める手法を議論しているが、特に、分析結
果を他者の目にさらして、別の視点からのコ
メントを組み込んでいく方法を紹介した。
「理論的サンプリング」、「トライアンギュレ
ーション」、「ミックス・メソッド」など、質
的研究においてキーワードになる概念の解
説とその手法の利用手順について解説した。
こうした方法の多くは、心理臨床実践にはな
い、研究独自のものである。また、章の後半
では、質的教育の授業において使用可能な、
コーディング・ゲームの手順についても解説
した。 

 

 第 14章「研究の結果をどう伝えるか」：こ
の最終章では、分析結果を他の研究者や対象
者にレポート、論文の形で伝えるときの配慮
について議論した。本章の内容は、臨床心理
学のみならず様々な分野の質的研究に当て
はまるであろう。研究はコミュニケーション
の一環であり、伝えるという作業をもって完
成する。本章では、まず、書くというコミュ
ニケーションの特徴について基礎的な考察
を行ったあと、特に論文として専門誌に投稿
するときの形式や内容について、初学者に勧
められるポイントを説明した。最後に、そう
した論文を評価するときの視点にも言及し
ており、その視点は初学者が自分の原稿を修
正する際にも有用である。 

 

 この本の他、最終年度には、臨床心理の専
門職のインタビューをもとにして、その体験



 

 

を複数の視点から分析する試みや、インタビ
ューの結果をその語り内容だけではなく、
非・言語的な身体表現から分析したりする試
みも行っている。こうした研究実践は、質的
研究の分析法の新たな試みであり、研究法の
新たな方向を示唆するものと言える。それは
同時に、質的研究の教育に組み込まれるべき
スキルに発展する可能性をもっているもの
である。 
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